
令和３年８月１６日

令和３年度 第１回吉野川現地（フィールド）講座

吉野川河口で｢干潟観察会｣を開催します
～シオマネキを見つけに行こう！～

徳島河川国道事務所は、９月１８日（土）に令和３年度第１回目の吉野川現地（フィールド）講座

「干潟観察会」を吉野川河口部の干潟において開催します。

吉野川河口部の干潟は、絶滅危惧種のシオマネキなどの貴重な生き物が多数生息しています。この

ような貴重な生き物を観察し、吉野川河口部の干潟環境についての現状を知るとともに豊かな自然に

親しんでいただくため現地講座を行います。

この「吉野川現地（フィールド）講座」は、吉野川の事を深く知っていただくことを目的に、観察

会や外来種駆除等を年３回程度行っているもので、今回はその第１回目です。

主催：国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

共催：吉野川交流推進会議

【開催概要】

・開催日時：令和３年９月１８日（土） １０時００分～１１時３０分

（受付９時３０分～１０時００分）

・集合場所：徳島市住吉４丁目地先 吉野川大橋下流 南岸河川敷

・観察場所：吉野川大橋下流南岸河川敷前の干潟

・準 備 物：動きやすく汚れても構わない服装、長靴、帽子、飲み物等

【新型コロナウイルス感染予防対策として】

・イベント当日より2週間以内に、発熱・咳・倦怠感・味覚や嗅覚に異常のあった方は参加をお控えください。

・マスクをご持参いただき、観察中以外は、着用をお願いします。

・イベント当日は検温・こまめな消毒等の対策を実施します。

・発熱等体調不良が確認された場合には、参加をお断りする場合がございます。

【応募】

募集定員：３０名程度とし、定員を大幅に超えた場合は、抽選とさせていただく場合がありますの

で、ご了承願います。

募集期間：９月９日（木）１７時まで ※必着とします。

応募方法：別紙「応募について」を参考にして下さい。

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト

【No.３美しい自然とおもてなしの心による「視国」観光活性化プロジェクト】に該当します。

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

ＴＥＬ088-654-2211（代表） 088-654-9175（直通）

副所長(地域) 黒田 稔生 （内線２０６）

◎地域連携課長 宮地 正彦 （内線３８１）

◎主たる問い合わせ先



■応募について

○「第１回吉野川現地（フィールド）講座」の案内チラシを徳島河川国道事務所ホームページ

（http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/）からダウンロードいただくか、徳島河川国道事務所

地域連携課（TEL:088-654-9175）までお問い合わせください。

○案内チラシ内の応募用紙に必要事項をご記入の上、郵送、FAX等で期限までにご応募ください。

○はがき、Ｅメールでもご応募いただけます。その場合は、必要事項（郵便番号、住所、氏名、年齢、

電話番号（連絡のとれる番号））をご記入の上、ご応募ください。

○応募先は、次のとおりです。「案内チラシ」の一番最後にも記載しています。

〒７７０－８５５４

徳島市上吉野町３丁目３５

国土交通省 徳島河川国道事務所 地域連携課

吉野川現地（フィールド）講座「干潟観察会」係

Eﾒｰﾙ：skr-tokusa63@mlit.go.jp

FAX ：088-654-9177

○悪天候や新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、中止する場合があります。

○集合場所には各自でお越しください。（駐車場有り）



令和3年度 第1回吉野川現地（フィールド）講座
吉野川河口の干潟にすむ生き物たちに会いに行こう！

9月18日
● 集合場所：徳島市住吉4丁目地先

吉野川大橋下流 南岸河川敷（下地図参照）
● 募集人員：30名程度

（30名を超える場合は抽選とさせていただきます）
● 観察場所：吉野川大橋下流南岸河川敷前の干潟
● 準備物等：動きやすく汚れても構わない服装・長靴・

帽子・飲み物等（軍手は準備しています）
● 募集期間：令和3年9月9日（木）まで（必着）

【注意事項】
・捕まえた生き物は、観察後干潟に戻します。お持ち帰りはご遠慮ください。

実施
日時

実施
内容

10時0０分～１1時３０分
※悪天候の場合や新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては
中止する場合があります

干潟観察会
～シオマネキを見つけに行こう！～

案内
地図

集合場所
観察場所

✔ イベント当日より２週間以内に、発熱・咳・倦怠感・味覚や嗅覚に異常のあった方は、参加をお控えください。
✔ マスクをご持参いただき、観察中以外は、着用をお願いします。
✔ イベント当日は検温、こまめな消毒等の対策を実施します。
✔ 発熱等体調不良が確認された場合には、参加をお断りする場合がございます。

新型コロナウィルス
感染予防対策に
ご協力ください。
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＜イベントの概要＞
吉野川下流域の干潟はいろいろな生き物が利用しており、そんな干潟にはたくさんのカニ

たちもすんでいます。なかでも目を引くのがシオマネキの仲間です。
河口部の干潟では、吉野川の中でも特に多くのシオマネキの生息地になっており、オスは

その体に不釣り合いな大きな片方のハサミを持っているため、カニの中でもかなり目立った存
在です。また、環境省と徳島県からは絶滅危惧種にも指定されている貴重なカニです。
このような貴重なカニたちを観察し、吉野川の環境についての現状を知ってもらいながら、

豊かな自然にも親しんでいただくのが「干潟観察会」です。

（土）

主催：国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所 ／ 共催：吉野川交流推進会議



利用方法

新聞、チラシ、ウェブページより参加者の募集を行います。

「吉野川にすむ生き物は？」「あの施設はなあに？」「吉野川の管理はどのよ
うにしているの？」などについて、皆さんと一緒に吉野川に出かけ、川の調査や
施設などについて説明などを行っています。

フィールド講座
とは

１．募集

「吉野川現地（フィールド）講座」申込書に必要事項を記入し、郵送、FAX、
電子メールまたはハガキでお申し込みください。２．お申込み

講座毎の定員に対し、参加者を「抽選」で決定し、申込者に書面でご連絡いたし
ます。

３．参加者の
確定

現地（フィールド）でテーマについて講座を実施します。４．講座の
実施

令和3年度 第1回 吉野川現地（フィールド）講座
「干潟観察会」申込書 FAX、郵送用

１．住所
〒

２．氏名（年齢）
※参加者全員

（ ） （ ）

（ ） （ ）

３．電話番号
自宅 中止時等の連絡先

4．この講座へのご質問などが
ありましたらご記入ください

①ハガキ、Ｅメールの場合は必要事項【1.郵便番号、2.住所、3.参加者の氏名、年齢、4.電話番号（自宅・中止時の連
絡先）、5. 講座名】を記載し、下記までご応募ください。

②集合場所までは、各自でお越しください。
③応募者が少数の場合は中止させていただく場合があります。
④開催時における事故等については責任を負いかねますのでご了承下さい。
⑤応募者が多数の場合は抽選にさせていただく場合があります。

＜送り先・お問い合わせ先＞
〒770-8554
徳島市上吉野町３丁目３５
国土交通省 徳島河川国道事務所地域連携課 「令和3年度 第1回吉野川現地（フィールド）講座」係
ウェブページアドレス http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/
電話：088-654-9175（直通）、088-654-2211（代表）
FAX：088-654-9177
Eメールアドレス ：skr-tokusa63@mlit.go.jp（←すべて半角小文字）




